
弘法さんかわら版  平成２６年（2014年）１２月  弘法さんの日（２１日） 第１５０号

縁日で賑わう覚王山日泰寺

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
も
あ
と

わ
ず
か
。
早
い
で
す
ね
ぇ
。
最
澄
、
空
海

後
の
仏
教
を
お
伝
え
し
て
き
た
今
年
の
か

わ
ら
版
。
最
終
回
の
今
月
は
明
治
時
代
か

ら
現
代
へ
の
仏
教
に
つ
い
て
で
す
。

★
廃
仏
毀
釈

   

明
治
政
府
は
、
欧
米
列
強
に
追
い
つ
く

こ
と
を
目
標
に
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業

を
掲
げ
、
近
代
化
を
急
ぎ
ま
し
た
。

   

国
力
を
集
中
す
る
た
め
に
は
強
力
な
カ

リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
考
え
、
天

皇
を
国
と
国
民
を
統
治
す
る
神
と
位
置
付

け
、
国
家
神
道
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

   

そ
れ
に
呼
応
し
て
、
一
八
六
八
年
、
神

仏
分
離
令
が
発
布
さ
れ
、
本
地
垂
迹
説
を

拠
り
所
と
す
る
神
仏
習
合
の
考
え
方
が
否

定
さ
れ
ま
し
た
。

   

一
八
七
〇
年
、
大
教
宣
布
の
詔
が
出
さ

れ
、
神
道
国
教
化
を
目
指
す
動
き
が
強
ま

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
仏
教
排
斥
運
動
が
全

国
に
広
が
り
ま
し
た
。
廃
仏
毀
釈
で
す
。

   

江
戸
時
代
は
幕
府
の
庇
護
を
受
け
、
統

治
制
度
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
仏
教
を
巡

る
環
境
は
激
変
。

   

そ
う
し
た
中
で
、
仏
教
界
の
改
革
を
目

指
す
多
く
の
僧
侶
が
登
場
し
ま
す
。
主
な

人
々
を
紹
介
し
ま
す
。

★
仏
教
改
革

   
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
島
地
黙
雷
（
一

八
三
八
～
一
九
一
一
年
）
は
、
俗
化
し
た

宗
門
の
改
革
を
主
張
。
ま
た
、
渡
欧
し
て

欧
州
の
宗
教
政
策
、
宗
教
行
政
を
研
究

し
、
政
教
分
離
と
信
教
の
自
由
を
主
張
。

パ
リ
か
ら
政
府
に
建
白
書
を
送
り
、
神
道

国
教
化
を
断
念
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

   

浄
土
真
宗
大
谷
派
の
清
沢
満
之
（
一
八

六
三
～
一
九
〇
三
年
）
は
、
佐
々
木
月
樵

（
一
八
七
五
～
一
九
二
六
年
）
、
暁
烏
敏

（
一
八
七
七
～
一
九
五
四
年
）
と
と
も
に

雑
誌
「
精
神
界
」
を
発
刊
し
、
仏
教
革
新

を
目
指
す
精
神
主
義
運
動
を
起
こ
し
ま

す
。

   

臨
済
宗
円
覚
寺
派
の
釈
宗
演
（
一
八
五

九
～
一
九
一
九
年
）
は
宗
派
を
超
え
て
仏

教
改
革
に
注
力
。
一
八
九
三
年
に
は
米
国

で
開
催
さ
れ
た
万
博
に
出
席
し
て
ス
ピ
ー

チ
し
、
日
本
の
仏
教
を
世
界
に
発
信
し
ま

し
た
。

   

釈
宗
演
の
弟
子
が
鈴
木
大
拙
（
一
八
七

〇
～
一
九
六
六
年
）
で
す
。
東
京
帝
国
大

学
哲
学
科
で
学
ぶ
と
同
時
に
禅
を
修
め
、

一
八
九
七
年
に
渡
米
。
多
く
の
仏
教
書
を

英
訳
し
て
日
本
の
仏
教
を
世
界
に
伝
え
ま

し
た
。

   

鈴
木
大
拙
は
哲
学
者
西
田
幾
多
郎
と
同

郷
・
同
年
生
ま
れ
の
旧
知
の
仲
で
あ
り
、

生
涯
に
わ
た
る
親
交
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

   

ほ
か
に
も
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
曹

洞
宗
の
沢
木
興
道
（
一
八
八
〇
～
一
九
六

五
年
）
、
日
蓮
宗
を
脱
し
て
在
家
仏
教
の

指
導
者
と
な
っ
た
田
中
智
学
（
一
八
六
一

～
一
九
三
九
年
）
、
中
央
ア
ジ
ア
の
仏
跡

探
検
を
果
た
し
た
大
谷
光
瑞
（
一
八
七
六

～
一
九
四
八
年
）
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
研

究
し
た
河
口
慧
海
（
一
八
六
六
～
一
九
四

五
年
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
近
代
仏
教
の
礎

を
築
い
た
先
人
た
ち
で
す
。

★
戦
時
統
制

   

明
治
時
代
中
頃
に
は
、
タ
イ
国
王
か
ら

仏
舎
利
（
お
釈
迦
様
の
骨
）
を
寄
贈
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
宗
派
を
超

え
た
仏
教
界
の
集
ま
り
と
し
て
帝
国
仏
教

会
が
組
織
さ
れ
、
一
九
○
○
年
に
は
国
家

の
宗
教
統
制
に
反
対
し
て
仏
教
懇
話
会
も

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

   

因
み
に
、
そ
の
仏
舎
利
を
奉
安
し
て
い

る
の
が
覚
王
山
日
泰
寺
（
日
本
と
タ
イ
で

日
泰
寺
）
。
本
堂
前
に
は
タ
イ
国
旗
が
掲

げ
ら
れ
、
タ
イ
国
王
の
銅
像
も
あ
り
ま
す
。

ご
本
尊
は
、
タ
イ
の
国
宝
、
金
銅
釈
迦
如

来
像
で
す
。

   

昭
和
に
入
る
と
、
戦
時
色
が
強
ま
る
中
、

政
府
に
よ
る
宗
教
統
制
も
強
化
。
仏
教
界

も
次
第
に
戦
争
協
力
の
姿
勢
を
強
め
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

   

一
九
三
九
年
、
宗
教
団
体
法
施
行
に
よ

っ
て
仏
教
界
は
国
家
政
策
に
同
調
。
一
九

四
四
年
の
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
の
設

立
を
経
て
、
敗
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

   

一
九
四
五
年
、
敗
戦
に
伴
っ
て
発
布
さ

れ
た
宗
教
法
人
令
に
よ
っ
て
十
三
宗
二
十

八
派
の
統
制
が
解
除
さ
れ
、
二
百
六
十
団

体
が
宗
教
法
人
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
ま

し
た
。

   

そ
の
中
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大

正
・
昭
和
の
間
に
信
者
を
広
げ
て
き
た
新

興
の
宗
教
や
宗
派
も
含
ま
れ
て
お
り
、
現

在
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

★
現
代
の
仏
教

   

戦
後
の
仏
教
は
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま

し
た
。
一
九
五
〇
年
の
世
界
仏
教
徒
連
盟
、

一
九
五
四
年
の
全
日
本
仏
教
会
（
全
日

仏
）
、
一
九
七
〇
年
の
ア
ジ
ア
仏
教
徒
平

和
推
進
委
員
会
の
設
立
な
ど
を
経
て
、
国

内
外
で
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

   

本
来
、
「
生
き
る
と
は
何
か
」
「
自
分

と
は
何
か
」
と
い
う
内
省
的
な
問
い
か
け

を
本
質
と
す
る
仏
教
。

混
迷
の
時
代
の
仏
教
の
意
義
と
役
割
が
問

わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
良
い
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。


